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管用テーパねじゲージ(NPT)
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アメリカ規格 (ANSl)による管用テーパねじゲージで、耐

密性の必要な一般部品の管用テーパねじ(NPT)の検査に

使用します。このゲージには、種々な切欠き (Notch)の取

り方をしたゲージがありますが、一般的に多く使われて

いるのは最小限界位置、基準位置、最大限界位置の 3ヵ

所に切欠きをもつゲージです。管用テーパねじにゲージ

を手でねじ込んだとき、管の末端がゲージの最大限界位

置と最小限界位置の切欠きの範囲内にあれば合格と判定

します。また、NPTは ねじの外径及び内径寸法が山頂切

り取りの高さで規定されていますが、この検査には、NPT

プレーンテーパゲージの使用をお勧めいたします。テー

パねじゲージの 3ヵ所の切欠きとプレーンテーパゲージ

の 6ヵ所の切欠きの位置合せにより外径又は内径の寸法

検査が容易に行えます。

C″″g夕」伶″免ヮタ″P″ 夕筋″α″gα″gタル タ″2r3c″″S筋 刀冴αr4/

″ NSI)や 母″″θ″″″r22あ夕″″″冴″降gicマメrrrr夕α″r;を夕″″

αttrC″/rθtt R rrf″α体ザパ 】″59ヵα初″夕S″rrr″タ

segrrr夕 ″rFrr″ οrrヵ “吃 4】 5BAN,ソ 卿 ),α ″″β″ss夕s″ み夕″

うタカリタタrf ЛttZブζ″rJ″ソ物ロコrαs sヵθ″″,″rr22ガ,agr″rrr.

■管とゲージとの関係図
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管又は管継手の末端がゲージの最大限界位置、最小限界位

置を示す切欠きの範囲内にあれば合格です。

プレーンテーパゲージの使い方は一列を示しています。

●テーパねじリングゲージで検査して管の末端が基準位置

近くにあったとき、プレーンテーパリングゲージの B切

欠き範囲内 (基準位置限界)に管の末端があれば外径寸法

は合格と判定します。

●テーパねじプラグゲージで検査して管接手の末端が基準

位置近くにあつたとき、プレーンテーパプラグゲージの

B切欠き範囲内 (基準位置限界)に管継手の末端があれば

内径寸法は合格と判定します。
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